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令和５年　第１回山形村議会定例会令和５年　第１回山形村議会定例会
　令和５年第１回山形村議会定例会が３月１日開会し、10日までの10日間開催された。
　令和５年度予算など34件（承認２件、諮問１件、議案31件）を審議し、全議案を全会一致で可決した。
　一般質問は９人が登壇し、８日に村政全般について質問を行なった。

福
寿
草

○その他の全会一致で可決した議案
条例の一部改正（７件）、令和４年度補正予算（３件）、令和５年度予
算（３件）
その他（１件）
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議案

議案

議案

議案

議案

議案

議 案 内 容
令和４年度山形村一般会計補正予算（第８号）の専決処分の承認を求めることにつ
いて
　※出産・子育て応援交付金事業　　510万円
令和４年度山形村介護保険特別会計補正予算（第４号）の専決処分の承認を求める
ことについて
　※要因は要支援者増による委託料の高騰
人権擁護委員候補者の推選について　上條 寛司氏（中大池区）
山形村議会の個人情報の保護に関する条例について
　※個人情報保護法の改正に伴う条例の制定
山形村地域福祉基金条例の一部を改正する条例について
　※地域福祉基金運用益の取扱いを、他の基金運用益の取扱いに合わせるもの
山形村国民健康保険条例の一部を改正する条例について
　※出産育児一時金を40万８千円から48万８千円に増額するもの
山形村子ども医療給付金条例の一部を改正する条例について 
山形村母子家庭等医療給付金条例の一部を改正する条例について
山形村重度心身障害者医療給付金条例の一部を改正する条例について
山形村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例について
山形村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例について
農業者トレーニング施設条例の一部を改正する条例について
　※山形村子どもの居場所支援事業新設に伴う条例の改正
山形村下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について
　※山形村清水高原簡易水道特別会計を公営企業会計に移行し、山形村下水道条例
　　に組み入れるもの
令和４年度山形村一般会計補正予算（第９号）
　※歳入歳出総額に877万４千円を追加し、総額を42億４千799万３千円とするもの
　　事業確定に伴う補正、及び公共施設整備基金積立金 １億３千199万５千円など
　　が主な内容
令和４年度山形村国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
　※歳入歳出総額から２千712万３千円を減額し、総額を10億２千578万９千円とす
　　るもの
令和４年度山形村介護保険特別会計補正予算（第５号）
　※歳入歳出総額から６千477万円を減額し、総額を６億９千977万６千円とするもの
令和５年度山形村一般会計予算　歳入歳出総額 37億６千万円（3.0%増額）
　※主な事業、子どもの居場所事業 ５千955万４千円・県営競争力強化基盤整備事
　　業 １千12万５千円
　　村道歩道設置事業 ２千575万円・松本公設民営バス補助事業 １千934万２千円
　　など
令和５年度山形村国民健康保険特別会計予算　10億４千981万４千円
令和５年度山形村後期高齢者医療特別会計予算　８千528万円
令和５年度山形村介護保険特別会計予算　６億８千965万１千円
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※ただし、議員個人の政務活動の
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※ただし、被選拳権のある25歳
　以上の方
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４５

　
　
　
複
合
施
設
の
タ
イ
ム

　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　
先
般
、
山
形
村
複
合

　
　
施
設
整
備
推
進
委
員
会

か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。
令
和

５
年
度
に
お
い
て
は
、
基
本
構
想
を
も
と
に
し
て
基

本
計
画
策
定
の
協
議
を
進
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の

両
面
か
ら
充
実
し
た
施
設
と
す
る
た
め
、
場
所
・
広

さ
・
開
館
日
・
開
館
時
間
・
職
員
体
制
・
展
示
構

成
・
蔵
書
数
な
ど
施
設
整
備
に
あ
た
り
具
体
的
に
決

め
ら
れ
る
こ
と
を
可
能
な
限
り
提
示
す
る
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
を
実
施
し
な
が
ら
、
施
設
の

具
体
像
な
ど
を
示
し
、
整
備
の
具
体
化
に
向
け
、
イ

ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
検
討
や

財
源
、
予
算
の
平
準
化
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
検

討
が
必
要
で
あ
り
、
令
和
５
年
度
末
ま
で
に
基
本
計

画
を
ま
と
め
る
。

　
　
　
土
地
利
用
計
画
に
よ
る
企
業
誘
致
の
取
り
組

　
　
み
状
況
は
。

　
　
　
令
和
２
年
度
に
国
土
利
用
計
画
の
見
直
し
を

　
　
行
な
い
、
村
の
土
地
利
用
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
、
将
来
的
な
土
地
利
用
の
あ
り
方
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
と
し
て
、
村
の
土
地
利
用
計
画
の
見
直
し
の
必

要
性
は
承
知
し
て
い
る
。
現
状
を
見
る
と
、
人
を
呼

び
込
む
た
め
の
働
く
場
所
の
確
保
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
安
定
財
源

の
確
保
の
た
め
企
業

誘
致
は
必
要
な
施
策

で
あ
り
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
密
に
取

り
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

上條倫司議員

令
和
５
年
12
月
末
ま
で
に
基
本
計
画
を
ま
と
め
る

教育長大
型
事
業
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

　
　
　
村
で
中
高
生
の
居
場

　
　
所
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。

現
在
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
ロ
ビ
ー
な
ど
は
、
多

く
の
中
高
生
が
利
用
し
て
い

る
。
複
合
施
設
が
完
成
し
中
高
生
の
居
場
所
が
で
き

る
ま
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
空
き
部
屋
を

開
放
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
過
去
に
一
室
を
用
意
し
て
自
由
に
使
え
る
よ

　
　
う
開
放
し
た
が
、
利
用
者
が
全
く
い
な
か
っ
た
。

子
ど
も
達
は
あ
る
程
度
大
人
の
目
が
あ
る
中
で
、
思

い
思
い
に
過
ご
す
こ
と
で
安
心
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　
　
　
『
未
来
塾
』
を
続
け
る
中
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン

　
　
グ
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
な
ど
で
中
学
生
の
利
用

が
増
え
て
い
る
。
中
学
生
か
ら
「
利
用
者
が
多
い
の

で
場
所
を
増
や
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
声
を
聞
く
が
。

　
　
　
今
あ
る
学
習
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
よ
り
使
い
や

　
　
す
く
改
善
し
て
、
中
高
生
に
も
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
検
討
中
の
複
合
施
設
は
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
多
様
な
意
見
交
換
の
場
を
設
け
な

が
ら
議
論
を
深
め
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今

後
は
、
中
高
生
の
居
場
所

と
な
る
こ
と
か
ら
、
中
高

生
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

望
み
た
い
。

　
そ
の
他
、
開
村
150
周
年

記
念
事
業
、
複
合
施
設
や

合
葬
墓
な
ど
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

多
様
な
意
見
交
換
の
場
を
設
け
て
議
論
を
深
め
検
討
し
て
い
く

教育長子
育
て
支
援
で
中
高
生
の
居
場
所
は

大池俊子議員

　
　
　
村
で
も
来
年
の
「
開

　
　
村
150
周
年
」
に
向
け
て

記
念
行
事
な
ど
住
民
と
節
目

を
盛
り
上
げ
る
計
画
で
い
る
。

村
民
か
ら
良
く
耳
に
す
る
要

望
だ
。

　「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
で
上
位

の
成
績
を
残
す
よ
う
な
Ｃ
Ｍ
が
で
き
な
い
も
の
か
。

竹野入恒夫議員

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成

（
村
内
事
業
所
の
紹
介
）で
対
応

村　長 「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」で

上
位
の
成
績
を
残
す
Ｃ
Ｍ
の
作
成
を
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子どもの居場所

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の

　
　
た
め
に
も
、
知
識
を
持

っ
た
職
員
の
育
成
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
　
少
な
い
職
員
で
多
種
多
様
な
業
務
を
こ
な
さ

　
　
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
業
務
の
汎
用
性
が
な
い
た

め
、
専
門
職
員
育
成
の
計
画
は
な
い
。
し
か
し
、
財

政
負
担
の
軽
減
や
シ
ス
テ
ム
の
外
注
に
お
い
て
、
交

渉
で
き
る
知
識
を
持
っ
た
職
員
の
育
成
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
、
行
政

　
　
手
続
き
等
の
簡
素
化
の
計
画
は
。

新居禎三議員

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
な
る
よ
う
進
め
た
い

村長行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
よ
り
一
層
必
要
で
は

　
　
　
汎
用
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
基
本
機
能
は
、

　
　
昨
年
度
よ
り
導
入
し
利
用
し
て
い
る
。
今
年
度

か
ら
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
拡
張
し
て
、
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
導
入
も
予
定
し
て
い
る
。
そ
の
一
部
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
も
計

画
し
て
い
る
。

　
　
　
役
場
窓
口
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
収
納
の
導

　
　
入
予
定
は
。

　
　
　
費
用
対
効
果
の
面
か
ら
導
入
に
は
至
っ
て
い

　
　
な
い
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る

も
の
で
、
前
向
き
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
高
齢
者
な
ど
へ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用

　
　
す
る
た
め
の
講
習
会
の
計
画
は
。

　
　
　
今
ま
で
も
、
操
作
や
設
定
な
ど
の
教
室
を
行

　
　
な
っ
て
お
り
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
請
サ
ポ
ー

マイナポイント
手 続 き 所

ト
の
窓
口
を
開
催
し
た
。
今
後
、
具
体
的
な
計
画
は

な
い
が
、
そ
の
時
々
に
求
め
ら
れ
る
支
援
は
継
続
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
の
他
、
職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

　
　
　
近
年
の
応
募
の
状
況
は
、
令
和
２
年
度
・
令

　
　
和
４
年
度
と
応
募
し
た
。
令
和
２
年
度
は
移
住

を
テ
ー
マ
に
、
令
和
４
年
度
は
山
形
小
学
校
６
年
２

組
の
子
ど
も
た
ち
が
授
業
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん

だ
。
受
賞
作
品
に
な
る
と
テ
レ
ビ
の
露
出
が
増
え
る

こ
と
も
承
知
し
て
い
る
が
、
限
ら
れ
た
人
員
で
は
限

界
が
あ
る
。

　
　
　
山
形
村
を
全
県
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機

　
　
会
だ
と
思
う
が
、
今
ま
で
の
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
て
い
な
い
原
因
は
。

　
　
　
そ
の
時
々
で
最
善
を
尽
く
し
て
い
る
が
、
そ

　
　
れ
に
掛
け
る
人
員
や
時
間
な
ど
が
影
響
し
て
い

る
。
山
形
村
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
っ
た
視
点
で
は
、

令
和
４
年
度
に
元
気
づ
く
り
支
援
金
を
活
用
Ｐ
Ｒ
動

画
の
作
成
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー

に
よ
る
村
内
事
業

の
紹
介
を
行
な
っ

た
。

　
そ
の
他
、「
ア

マ
ニ
」、
村
の
行

事
に
つ
い
て
質
問

し
た
。
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５
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諸
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金
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共
施
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整
備
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金
積
立
金

１
億
３
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万
５
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円
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和
４
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度
　一
般
会
計
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正
予
算
の
主
な
事
業
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和
４
年
度
　一
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会
計
補
正
予
算
の
主
な
事
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３
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光
熱
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園
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万

円
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、
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４
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工
事
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○
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和
４
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布
設
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工
事
第
４
工
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（
２
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万
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な
ど
３
件
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。

　
総
額
は
３
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万
５
千
８
百
円

　
一
般
質
問
は
３
月
８
日
、
議
員
９
人
が
登
壇
、
村
政
に
つ
い
て
質
問
を
行
な
っ
た
。
質
問
時
間
は
一
人

当
た
り
40
分
、
マ
ス
ク
着
用
お
よ
び
こ
ま
め
な
休
憩
時
間
と
、
議
場
内
の
換
気
に
配
慮
し
た
。

一
般
質
問

一
般
質
問

議
員
９
人
が

村

政

を

問

う
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複
合
施
設
の
タ
イ
ム

　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　
先
般
、
山
形
村
複
合

　
　
施
設
整
備
推
進
委
員
会

か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。
令
和

５
年
度
に
お
い
て
は
、
基
本
構
想
を
も
と
に
し
て
基

本
計
画
策
定
の
協
議
を
進
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の

両
面
か
ら
充
実
し
た
施
設
と
す
る
た
め
、
場
所
・
広

さ
・
開
館
日
・
開
館
時
間
・
職
員
体
制
・
展
示
構

成
・
蔵
書
数
な
ど
施
設
整
備
に
あ
た
り
具
体
的
に
決

め
ら
れ
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こ
と
を
可
能
な
限
り
提
示
す
る
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
を
実
施
し
な
が
ら
、
施
設
の

具
体
像
な
ど
を
示
し
、
整
備
の
具
体
化
に
向
け
、
イ

ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
検
討
や

財
源
、
予
算
の
平
準
化
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
検

討
が
必
要
で
あ
り
、
令
和
５
年
度
末
ま
で
に
基
本
計

画
を
ま
と
め
る
。

　
　
　
土
地
利
用
計
画
に
よ
る
企
業
誘
致
の
取
り
組

　
　
み
状
況
は
。

　
　
　
令
和
２
年
度
に
国
土
利
用
計
画
の
見
直
し
を

　
　
行
な
い
、
村
の
土
地
利
用
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
、
将
来
的
な
土
地
利
用
の
あ
り
方
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
と
し
て
、
村
の
土
地
利
用
計
画
の
見
直
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の
必

要
性
は
承
知
し
て
い
る
。
現
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見
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と
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を
呼

び
込
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た
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働
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場
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確
保
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厳
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状
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中
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安
定
財
源

の
確
保
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た
め
企
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誘
致
は
必
要
な
施
策

で
あ
り
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関
係
機
関

と
の
連
携
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密
に
取

り
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い

る
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上條倫司議員
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イ
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。
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え
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。
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。
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。
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。
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で
は
、

令
和
４
年
度
に
元
気
づ
く
り
支
援
金
を
活
用
Ｐ
Ｒ
動

画
の
作
成
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー

に
よ
る
村
内
事
業

の
紹
介
を
行
な
っ

た
。

　
そ
の
他
、「
ア

マ
ニ
」、
村
の
行

事
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

ＱＱ

A A AＱ A ＱA Ｑ

ＱA A

Ｑ

A Ｑ

ＱA

AＱ 　
農
業
費
　

○
県
営
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

３
千
631
万
５
千
円

　
諸
支
出
金

○
公
共
施
設
整
備
基
金
積
立
金

１
億
３
千
199
万
５
千
円

令
和
４
年
度
　一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
事
業

令
和
４
年
度
　一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
事
業

　
燃
料
費
・
光
熱
水
費

○
燃
料
費
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
129
万
３
千
円
）、

光
熱
水
費
は
保
育
園
（
100
万
円
）、
小
学
校
（
103
万

円
）
な
ど
、
総
額
451
万
４
千
円

　
工
事
の
発
注
状
況

○
令
和
４
年
度
上
水
道
配
水
管
布
設
替
工
事
第
４
工
区

（
２
千
200
万
円
）
な
ど
３
件
を
発
注
。

　
総
額
は
３
千
308
万
５
千
８
百
円

　
一
般
質
問
は
３
月
８
日
、
議
員
９
人
が
登
壇
、
村
政
に
つ
い
て
質
問
を
行
な
っ
た
。
質
問
時
間
は
一
人

当
た
り
40
分
、
マ
ス
ク
着
用
お
よ
び
こ
ま
め
な
休
憩
時
間
と
、
議
場
内
の
換
気
に
配
慮
し
た
。

一
般
質
問

一
般
質
問

議
員
９
人
が

村

政

を

問

う



６７

　
　
　「
令
和
４
年
度
全
国

　
　
体
力
・
運
動
能
力
・
運

動
習
慣
等
調
査
」
の
山
形
小

学
校
の
結
果
は
ど
う
で
あ
っ

た
か
。

　
　
　
こ
の
調
査
は
、
小
学
校
５
年
生
を
対
象
に
、

　
　
握
力
や
上
体
起
こ
し
、
反
復
横
と
び
な
ど
８
種

目
に
よ
り
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。

　
山
形
小
学
校
児
童
の
体
力
の
状
況
は
、
５
年
生
男

子
の
体
力
合
計
点
の
平
均
値
は
、
全
国
全
体
で
52
・

28
点
、
長
野
県
全
体
で
は
52
・
58
点
、
当
校
で
は

55
・
26
点
で
国
や
県
の
平
均
値
を
上
回
っ
た
。
ま
た
、

５
年
生
女
子
で
は
、
全
国
全
体
で
54
・
31
点
、
長
野

　
　
　
現
状
の
連
絡
班
を
、

　
　
全
て
の
住
民
が
関
わ
る

内
容
を
軸
と
し
た
運
営
方
法

に
見
直
す
方
針
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
軸
と
な
る
「
活
動

内
容
」
は
。

　
　
　
災
害
な
ど
へ
の
対
応
、
行
政
か
ら
の
情
報
伝

　
　
達
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
、
地
域
の
環

境
整
備
や
子
育
て
・
高
齢
者
福
祉
な
ど
、
共
助
の
力

が
発
揮
で
き
る
連
絡
班
で
あ
る
こ
と
が
理
想
だ
と
考

え
る
。

　
　
　
住
民
の
多
様
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
新
た
な

　
　
仕
組
み
を
探
求
す
る
観
点
か
ら
、
一
方
通
行
で

も
行
政
の
動
向
・
志
向
は
、
連
絡
班
加
入
・
未
加
入

を
問
わ
ず
、
漏
れ
な
く
村
民
に
伝
え
る
必
要
性
を
強

く
感
じ
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
行
政
事
務
の
執
行
の
た
め
に
連
絡
班
に
協
力

　
　
を
お
願
い
す
る
事
項
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
自

治
会
と
し
て
役
割
の
仕
分
け
が
必
要
に
な
る
と
考
え

る
。
連
絡
班
に
お
願
い
す
る
必
要
不
可
欠
な
も
の
は

何
か
を
洗
い
出
し
、
多
く
の
村
民
が
納
得
で
き
る
連

絡
班
の
位
置
付
け
を
明
文
化
す
る
こ
と
が
第
一
歩
だ

と
考
え
る
。
村
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
ご
と
に
、
住
み
よ
い
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
に

つ
い
て
研
究
を
し
て
も
ら
う

こ
と
を
期
待
す
る
。

　
そ
の
他
、
水
道
・
自
動
検

針
機
能
活
用
に
よ
る
、
見
守

り
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
導
入
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

県
全
体
で
は
54
・
27
点
、
当
校
で
は
54
・
15
点
で
国

や
県
の
平
均
値
と
ほ
ぼ
同
様
と
な
っ
た
。

　
　
　
幼
児
の
運
動
能
力
の
低
下
は
、
全
国
の
保
育

　
　
現
場
で
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
山
形
保
育
園
で

は
ど
う
か
。

　
　
　
幼
児
の
運
動
能
力
の
低
下
は
、
懸
念
材
料
の

　
　
一
つ
だ
が
具
体
的
な
数
値
の
把
握
は
し
て
い
な

い
。
幼
児
期
の
運
動
は
、
運
動
習
慣
形
成
や
心
身
の

育
成
の
た
め
の
重
要
な
要
素

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
山
形
保
育
園
で
は
日
々
の

遊
び
を
通
し
て
、
心
身
の
穏

や
か
な
成
長
の
た
め
に
、
必

要
な
運
動
が
で
き
る
環
境
を

引
き
続
き
整
え
て
い
く
。

山形小学校正門 下竹田公会堂

大月民夫議員

連
絡
班
の
位
置
付
け
を
明
文
化
す
る
こ
と
が
第
一歩

村長行
政
か
ら
の
情
報
資
料
配
布
は
、全
て
の
世
帯
向
け
に
！

百瀬昇一議員

　
　
　
今
ま
で
に
実
施
し
た

　
　
観
光
連
携
は
。

　
　
　
具
体
的
な
事
例
と
し

　
　
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観

光
協
会
が
企
画
し
た
イ
ベ
ン

ト
の
相
互
後
援
、
今
年
度
行
な
っ
た
合
同
の
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
事
業
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
両
村
の
観
光
資
源
を
積
極
的
に
活
用
す
る
考

　
　
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
観
光
連
携
の
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
山
形

　
　
村
・
朝
日
村
は
『
山
』『
自
然
』
な
ど
特
徴
が

近
い
た
め
、『
自
然
巡
り
』
の
よ
う
な
連
携
が
可
能

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ

特
徴
を
活
か
せ
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
　
　
連
携
協
議
を
す
る
上
で
、
行
政
は
ど
の
程
度

　
　
関
わ
り
を
持
つ
の
か
。

　
　
　
観
光
地
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
は
、
行
政
主

　
　
導
で
は
限
界
が
あ
る
。
地
域
企
業
や
地
域
に
愛

着
が
あ
る
住
民
な
ど
、
関
係
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち

が
、
協
力
し
て
作
り
上
げ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　
行
政
は
、
公
的
整

備
や
民
間
支
援
な
ど

を
行
な
い
、
観
光
の

た
め
に
働
く
人
た
ち

を
支
え
る
「
黒
子
」

に
徹
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
。

　
そ
の
他
、
な
ろ
う

原
霊
園
の
現
状
は
に

つ
い
て
質
問
し
た
。 小出敏裕議員

ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ
る
が
、両
村
の
特
徴
を
活
か
せ
た
も
の
に
し
た
い

村長隣
村
と
の
観
光
連
携
は

保
健
の
授
業
等
で
運
動
の
大
切
さ
を
学
ぶ
取
り
組
み
を
進
め
る

教育長山
形
小
学
校
児
童
の
体
力
向
上
対
策
は

山形村観光協会
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Ｑ

ＱA A

Ｑ

AＱA

A ＱＱA

Ｑ

ＱA ＱA

ＱA

A

《
１
月
》

６
日
　
山
形
村
役
職
者
新
年
会

９
日
　
消
防
団
出
初
め
式

11
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

20
日
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
第
６
回
議
会
改
革
推
進
検
討
特
別
委
員
会 

　
　
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

27
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

《
２
月
》

６
日
　
松
本
市
・
山
形
村
・
朝
日
村
中
学
校
組
合
議
会

定
例
会
　

　
　
　
　
福
祉
文
教
常
任
委
員

17
日
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
第
７
回
議
会
改
革
推
進
検
討
特
別
委
員
会

21
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

22
日
　
議
会
運
営
委
員
会

27
日
　
議
会
運
営
委
員
会

《
３
月
》

１
日
　
令
和
５
年
第
１
回
山
形
村
議
会
定
例
会
開
会

　
　
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
第
８
回
議
会
改
革
推
進
検
討
特
別
委
員
会

２
日
　
議
会
全
員
協
議
会
（
新
年
度
予
算
説
明
）

３
日
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

６
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
　

８
日
　
一
般
質
問

10
日
　
令
和
５
年
第
１
回
山
形
村
議
会
定
例
会
閉
会

　
　
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
第
９
回
議
会
改
革
推
進
検
討
特
別
委
員
会

14
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

22
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

27
日
　
議
会
改
革
研
修
会（
多
様
性
の
あ
る
地
方
議
会
へ
）

28
日
　
阿
部
知
事
　
県
民
対
話
集
会

議

　会

　日

　誌

議

　会

　日

　誌

議

　会

　日

　誌

　
　
　
災
害
時
の
役
場
職
員

　
　
の
人
員
確
保
は
万
全
か
。

　
　
　
現
在
、
全
職
員
の
52

　
　
％
に
あ
た
る
48
人
が
村

内
在
住
者
で
あ
り
、
平
日
は

問
題
な
い
が
夜
間
や
休
日
の
人
員
確
保
は
難
し
い
の

が
実
状
で
あ
る
。
村
民
に
も
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
小
坂
区
で
作
成
し
た
災
害
時
の
避
難
に
関
す

　
　
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
他
地
区
で
も
作
成
し
た
ら

ど
う
か
。

　
　
　
現
在
、
小
坂
区
と
中
大
池
区
で
は
災
害
時
住

　
　
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
お
り
、
地
域

で
の
助
け
合
い
に
利
用
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
災
害
時
の
一
次
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
公
民

　
　
館
や
公
会
堂
以
外
に
も
、
集
会
所
の
利
用
は
で

き
な
い
か
。

　
　
　
大
規
模
な
災

　
　
害
に
お
い
て
は
、

建
物
の
安
全
性
を
確

認
し
た
う
え
、
可
能

で
あ
れ
ば
集
会
所
も

利
用
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
そ
の
他
、
森
林
整

備
・
松
枯
れ
対
策
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

　
　
　
可
燃
ご
み
削
減
に
向

　
　
け
て
の
考
え
は
。

　
　
　
一
般
家
庭
に
お
い
て

　
　
ご
み
そ
の
も
の
を
出
さ

な
い
こ
と
と
、
ど
う
し
て
も

出
て
し
ま
う
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
・
資
源
化
し
、
焼

却
し
な
い
処
分
を
進
め
実
現
さ
れ
る
。
そ
の
一
環
で
、

コ
ン
ポ
ス
ト
や
生
ご
み
処
理
機
な
ど
の
機
器
購
入
費

を
補
助
し
て
い
る
。
こ
こ
数
年
は
申
請
件
数
も
増
え

て
い
る
。

　
こ
の
４
月
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
焼
却
処
分
し
て
い

た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
に
も

取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
可
燃
ご
み

の
減
量
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い

る
。

　
ご
み
の
減
量
は
、
排
出
元
で
あ
る
家
庭
で
の
意
識

付
け
が
重
要
で
あ
り
、

ご
み
の
発
生
を
抑
え
、

ご
み
を
分
別
し
て
資

源
化
す
る
こ
と
を
強

く
呼
び
か
け
て
い
き

た
い
。

　
そ
の
他
、
村
か
ら

の
職
名
委
嘱
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

年
々
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
る

村長近
年
の
可
燃
ご
み
排
出
量
の
推
移
は

春日　仁議員

年
間
の
防
災
計
画
は
あ
る
が
、

防
災
マニュア
ル
が
少
な
い
の
で
検
討
課
題
で
あ
る

村　長 地
域
自
主
防
災
会
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
を
早
急
に

ごみステーション 小坂区防災マップ

小林幸司議員



６７

　
　
　「
令
和
４
年
度
全
国

　
　
体
力
・
運
動
能
力
・
運

動
習
慣
等
調
査
」
の
山
形
小

学
校
の
結
果
は
ど
う
で
あ
っ

た
か
。

　
　
　
こ
の
調
査
は
、
小
学
校
５
年
生
を
対
象
に
、

　
　
握
力
や
上
体
起
こ
し
、
反
復
横
と
び
な
ど
８
種

目
に
よ
り
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。

　
山
形
小
学
校
児
童
の
体
力
の
状
況
は
、
５
年
生
男

子
の
体
力
合
計
点
の
平
均
値
は
、
全
国
全
体
で
52
・

28
点
、
長
野
県
全
体
で
は
52
・
58
点
、
当
校
で
は

55
・
26
点
で
国
や
県
の
平
均
値
を
上
回
っ
た
。
ま
た
、

５
年
生
女
子
で
は
、
全
国
全
体
で
54
・
31
点
、
長
野

　
　
　
現
状
の
連
絡
班
を
、

　
　
全
て
の
住
民
が
関
わ
る

内
容
を
軸
と
し
た
運
営
方
法

に
見
直
す
方
針
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
軸
と
な
る
「
活
動

内
容
」
は
。

　
　
　
災
害
な
ど
へ
の
対
応
、
行
政
か
ら
の
情
報
伝

　
　
達
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
、
地
域
の
環

境
整
備
や
子
育
て
・
高
齢
者
福
祉
な
ど
、
共
助
の
力

が
発
揮
で
き
る
連
絡
班
で
あ
る
こ
と
が
理
想
だ
と
考

え
る
。

　
　
　
住
民
の
多
様
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
新
た
な

　
　
仕
組
み
を
探
求
す
る
観
点
か
ら
、
一
方
通
行
で

も
行
政
の
動
向
・
志
向
は
、
連
絡
班
加
入
・
未
加
入

を
問
わ
ず
、
漏
れ
な
く
村
民
に
伝
え
る
必
要
性
を
強

く
感
じ
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
行
政
事
務
の
執
行
の
た
め
に
連
絡
班
に
協
力

　
　
を
お
願
い
す
る
事
項
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
自

治
会
と
し
て
役
割
の
仕
分
け
が
必
要
に
な
る
と
考
え

る
。
連
絡
班
に
お
願
い
す
る
必
要
不
可
欠
な
も
の
は

何
か
を
洗
い
出
し
、
多
く
の
村
民
が
納
得
で
き
る
連

絡
班
の
位
置
付
け
を
明
文
化
す
る
こ
と
が
第
一
歩
だ

と
考
え
る
。
村
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
ご
と
に
、
住
み
よ
い
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
に

つ
い
て
研
究
を
し
て
も
ら
う

こ
と
を
期
待
す
る
。

　
そ
の
他
、
水
道
・
自
動
検

針
機
能
活
用
に
よ
る
、
見
守

り
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
導
入
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

県
全
体
で
は
54
・
27
点
、
当
校
で
は
54
・
15
点
で
国

や
県
の
平
均
値
と
ほ
ぼ
同
様
と
な
っ
た
。

　
　
　
幼
児
の
運
動
能
力
の
低
下
は
、
全
国
の
保
育

　
　
現
場
で
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
山
形
保
育
園
で

は
ど
う
か
。

　
　
　
幼
児
の
運
動
能
力
の
低
下
は
、
懸
念
材
料
の

　
　
一
つ
だ
が
具
体
的
な
数
値
の
把
握
は
し
て
い
な

い
。
幼
児
期
の
運
動
は
、
運
動
習
慣
形
成
や
心
身
の

育
成
の
た
め
の
重
要
な
要
素

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
山
形
保
育
園
で
は
日
々
の

遊
び
を
通
し
て
、
心
身
の
穏

や
か
な
成
長
の
た
め
に
、
必

要
な
運
動
が
で
き
る
環
境
を

引
き
続
き
整
え
て
い
く
。

山形小学校正門 下竹田公会堂

大月民夫議員

連
絡
班
の
位
置
付
け
を
明
文
化
す
る
こ
と
が
第
一歩

村長行
政
か
ら
の
情
報
資
料
配
布
は
、全
て
の
世
帯
向
け
に
！

百瀬昇一議員

　
　
　
今
ま
で
に
実
施
し
た

　
　
観
光
連
携
は
。

　
　
　
具
体
的
な
事
例
と
し

　
　
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観

光
協
会
が
企
画
し
た
イ
ベ
ン

ト
の
相
互
後
援
、
今
年
度
行
な
っ
た
合
同
の
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
事
業
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
両
村
の
観
光
資
源
を
積
極
的
に
活
用
す
る
考

　
　
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
観
光
連
携
の
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
山
形

　
　
村
・
朝
日
村
は
『
山
』『
自
然
』
な
ど
特
徴
が

近
い
た
め
、『
自
然
巡
り
』
の
よ
う
な
連
携
が
可
能

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ

特
徴
を
活
か
せ
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
　
　
連
携
協
議
を
す
る
上
で
、
行
政
は
ど
の
程
度

　
　
関
わ
り
を
持
つ
の
か
。

　
　
　
観
光
地
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
は
、
行
政
主

　
　
導
で
は
限
界
が
あ
る
。
地
域
企
業
や
地
域
に
愛

着
が
あ
る
住
民
な
ど
、
関
係
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち

が
、
協
力
し
て
作
り
上
げ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　
行
政
は
、
公
的
整

備
や
民
間
支
援
な
ど

を
行
な
い
、
観
光
の

た
め
に
働
く
人
た
ち

を
支
え
る
「
黒
子
」

に
徹
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
。

　
そ
の
他
、
な
ろ
う

原
霊
園
の
現
状
は
に

つ
い
て
質
問
し
た
。 小出敏裕議員

ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ
る
が
、両
村
の
特
徴
を
活
か
せ
た
も
の
に
し
た
い

村長隣
村
と
の
観
光
連
携
は

保
健
の
授
業
等
で
運
動
の
大
切
さ
を
学
ぶ
取
り
組
み
を
進
め
る

教育長山
形
小
学
校
児
童
の
体
力
向
上
対
策
は

山形村観光協会

ＱA

Ｑ

ＱA A

Ｑ

AＱA

A ＱＱA

Ｑ

ＱA ＱA

ＱA

A

《
１
月
》

６
日
　
山
形
村
役
職
者
新
年
会

９
日
　
消
防
団
出
初
め
式

11
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

20
日
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
第
６
回
議
会
改
革
推
進
検
討
特
別
委
員
会 

　
　
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

27
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

《
２
月
》

６
日
　
松
本
市
・
山
形
村
・
朝
日
村
中
学
校
組
合
議
会

定
例
会
　

　
　
　
　
福
祉
文
教
常
任
委
員

17
日
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
第
７
回
議
会
改
革
推
進
検
討
特
別
委
員
会

21
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

22
日
　
議
会
運
営
委
員
会

27
日
　
議
会
運
営
委
員
会

《
３
月
》

１
日
　
令
和
５
年
第
１
回
山
形
村
議
会
定
例
会
開
会

　
　
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
第
８
回
議
会
改
革
推
進
検
討
特
別
委
員
会

２
日
　
議
会
全
員
協
議
会
（
新
年
度
予
算
説
明
）

３
日
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

６
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
　

８
日
　
一
般
質
問

10
日
　
令
和
５
年
第
１
回
山
形
村
議
会
定
例
会
閉
会

　
　
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
第
９
回
議
会
改
革
推
進
検
討
特
別
委
員
会

14
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

22
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

27
日
　
議
会
改
革
研
修
会（
多
様
性
の
あ
る
地
方
議
会
へ
）

28
日
　
阿
部
知
事
　
県
民
対
話
集
会

議

　会

　日

　誌

議

　会

　日

　誌

議

　会

　日

　誌

　
　
　
災
害
時
の
役
場
職
員

　
　
の
人
員
確
保
は
万
全
か
。

　
　
　
現
在
、
全
職
員
の
52

　
　
％
に
あ
た
る
48
人
が
村

内
在
住
者
で
あ
り
、
平
日
は

問
題
な
い
が
夜
間
や
休
日
の
人
員
確
保
は
難
し
い
の

が
実
状
で
あ
る
。
村
民
に
も
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
小
坂
区
で
作
成
し
た
災
害
時
の
避
難
に
関
す

　
　
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
他
地
区
で
も
作
成
し
た
ら

ど
う
か
。

　
　
　
現
在
、
小
坂
区
と
中
大
池
区
で
は
災
害
時
住

　
　
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
お
り
、
地
域

で
の
助
け
合
い
に
利
用
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
災
害
時
の
一
次
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
公
民

　
　
館
や
公
会
堂
以
外
に
も
、
集
会
所
の
利
用
は
で

き
な
い
か
。

　
　
　
大
規
模
な
災

　
　
害
に
お
い
て
は
、

建
物
の
安
全
性
を
確

認
し
た
う
え
、
可
能

で
あ
れ
ば
集
会
所
も

利
用
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
そ
の
他
、
森
林
整

備
・
松
枯
れ
対
策
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

　
　
　
可
燃
ご
み
削
減
に
向

　
　
け
て
の
考
え
は
。

　
　
　
一
般
家
庭
に
お
い
て

　
　
ご
み
そ
の
も
の
を
出
さ

な
い
こ
と
と
、
ど
う
し
て
も

出
て
し
ま
う
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
・
資
源
化
し
、
焼

却
し
な
い
処
分
を
進
め
実
現
さ
れ
る
。
そ
の
一
環
で
、

コ
ン
ポ
ス
ト
や
生
ご
み
処
理
機
な
ど
の
機
器
購
入
費

を
補
助
し
て
い
る
。
こ
こ
数
年
は
申
請
件
数
も
増
え

て
い
る
。

　
こ
の
４
月
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
焼
却
処
分
し
て
い

た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
に
も

取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
可
燃
ご
み

の
減
量
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い

る
。

　
ご
み
の
減
量
は
、
排
出
元
で
あ
る
家
庭
で
の
意
識

付
け
が
重
要
で
あ
り
、

ご
み
の
発
生
を
抑
え
、

ご
み
を
分
別
し
て
資

源
化
す
る
こ
と
を
強

く
呼
び
か
け
て
い
き

た
い
。

　
そ
の
他
、
村
か
ら

の
職
名
委
嘱
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

年
々
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
る

村長近
年
の
可
燃
ご
み
排
出
量
の
推
移
は

春日　仁議員

年
間
の
防
災
計
画
は
あ
る
が
、

防
災
マニュア
ル
が
少
な
い
の
で
検
討
課
題
で
あ
る

村　長 地
域
自
主
防
災
会
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
を
早
急
に

ごみステーション 小坂区防災マップ

小林幸司議員
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笑
顔
あ
ふ
れ
る
居
場
所
に
！

　
開
所
当
日
は
、
緊
張
気
味
の
子
ど
も
た
ち
。
ち
ょ
っ
と
不

安
そ
う
な
面
持
ち
で
通
っ
て
き
た
初
日
で
す
が
、
日
を
追
う

ご
と
に
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
「
た
だ
い
ま
〜
！
」
と
元

気
よ
く
来
て
く
れ
ま
す
。
迎
え
る
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
も
優

し
く
「
お
帰
り
〜
！
」
と
、
声
を
掛
け
ま
す
。
心
が
通
い
合

う
瞬
間
で
す
。
部
屋
に
入
る
と
荷
物
を
置
き
、
手
を
洗
い
、

席
に
つ
い
て
今
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
ま
す
。
最
初
は

ど
ん
な
学
習
を
す
る
か
、
自
由
時
間
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
し

て
遊
ぶ
か
な
ど
を
自
分
で
考
え
て
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
き

ま
す
。
過
ご
し
方
は
大
人
が
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
自

分
で
決
め
て
過
ご
し
て
い
く
こ
と
で
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中

の
生
活
習
慣
と
し
て
身
に
付
け
て
い
け
る
よ
う
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
学
校
で
も
な
い
、
家
庭
で
も
な
い
、
塾
で
も
な
い
、
子
ど

も
た
ち
が
「
ト
ロ
ッ
コ
に
こ
に
こ
フ
レ
ン
ズ
が
楽
し
い
。
毎

日
通
い
た
い
。」
と
、
心
か
ら
思
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
居
場

所
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
暖
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山
形
村
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
　
　
　
　
　
　

運
営
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
古
家
　
茂
人

　
４
月
か
ら
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
助
成
金
を
活
用
し
て
、
小

学
校
３
〜
６
年
生
を
最
大
30
名
程
度
受
け
入
れ
る
「
子

ど
も
の
居
場
所
事
業
」
が
、
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
様

子
を
見
学
し
よ
う
と
13
日
に
訪
れ
た
。

　「
学
校
か
ら
帰
っ
た
」
女
の
子
は
先
ず
宿
題
か
ら
、

そ
れ
が
済
む
と
ト
ラ
ン
プ
で
遊
び
、
手
さ
ば
き
が
良

い
。「
山
形
っ
子
タ
イ
ム
か
ら
帰
っ
た
」
男
の
子
は
、

泥
だ
ら
け
の
服
を
着
替
え
て
か
ら
宿
題
を
済
ま
せ
る
。

そ
れ
が
済
む
と
皆
思
い
思
い
に
遊
び
出
す
。
何
人
か
は

図
書
館
へ
も
出
か
け
た
。

　
愛
称
の
『
ト
ロ
ッ
コ
に
こ
に
こ
フ
レ
ン
ズ
』
は
、
子

ど
も
た
ち
が
会
議
を
持
っ
て
話
し
合
い
10
案
か
ら
３
案

に
絞
り
決
め
た
と
い
う
。
上
級
生
が
会
議
を
リ
ー
ド

し
、
下
級
生
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、「
少
数
の

意
見
を
尊
重
し
民
主
的
で
見
事
な
決
め
方
で
あ
っ
た
」

と
ス
タ
ッ
フ
が
話
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
子
ど

も
の
居
場
所
で
の
過
ご
し
方
な
ど
も
、
話
し
合
い
な
が

ら
皆
で
決
め
て
い
く
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
池
　
俊
子
）

コンセプトは

「お帰り」と「ただいま」で始まる子どもたちの居場所
コンセプトは

「お帰り」と「ただいま」で始まる子どもたちの居場所
コンセプトは

「お帰り」と「ただいま」で始まる子どもたちの居場所

出席を取ります
今日は何をしようかな！

スタッフの皆さん

学びは大切
でも

遊びも大事

特 集特集 子どもの居場所事業子どもの居場所事業子どもの居場所事業

ただ今　募集中

小学校３年から６年生
下校時から午後６時まで
教育委員会内　古家　茂人
電話　0263-98-3155

開催！！ 村民と議員の懇談会初

12人の Ｙｏｕ Ｔｕｂｅｒ 誕生!!
「Ｙｏｕ Ｔｕｂｅ はじめます」

12人の Ｙｏｕ Ｔｕｂｅｒ 誕生!!
「Ｙｏｕ Ｔｕｂｅ はじめます」

12人の Ｙｏｕ Ｔｕｂｅｒ 誕生!!
「Ｙｏｕ Ｔｕｂｅ はじめます」

６月の定例会から、一般質問の You Tube 配信を始めます。

令和５年度から議会の一般質問などの傍聴や
ネットで配信する情報を視聴していただき、
率直なご意見を賜りたいと思います。
皆様から議会にさまざまな提言をいただき、
その声をできる限り村政に反映していく所存
です。
先ずは６月の議会を傍聴してみませんか。

第１回　令和５年５月20日㈯　午後５時
　　　　　場所　トレセンふるさと大ホール
第２回　令和５年５月21日㈰　午後１時30分
　　　　　場所　保健福祉センターいちいの里　研修室

大
勢のご参加お待ちしています

※託児室を設けます。詳しくはチラシをご覧ください。

募集！！　議会モニター
山形村

力を合わせて、魅力ある村づくりをしましょう

主
役
は
あ
な
た
！

主
役
は
あ
な
た
！

たまには見てねット（net）たまには見てねット（net）たまには見てねット（net）

生活の困りごとや村政に関することなど
なんでもかまいません。
皆さんの生の声をお聞かせてください。

トピックトピック

いよいよ動き出す 議会改革の第１歩 !!

皆様のご協力を

いよいよ動き出す 議会改革の第１歩 !!

皆様のご協力を

※このページに関するお問い合わせは、山形村議会事務局（0263-98-3111）までお願いします。



８９

笑
顔
あ
ふ
れ
る
居
場
所
に
！

　
開
所
当
日
は
、
緊
張
気
味
の
子
ど
も
た
ち
。
ち
ょ
っ
と
不

安
そ
う
な
面
持
ち
で
通
っ
て
き
た
初
日
で
す
が
、
日
を
追
う

ご
と
に
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
「
た
だ
い
ま
〜
！
」
と
元

気
よ
く
来
て
く
れ
ま
す
。
迎
え
る
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
も
優

し
く
「
お
帰
り
〜
！
」
と
、
声
を
掛
け
ま
す
。
心
が
通
い
合

う
瞬
間
で
す
。
部
屋
に
入
る
と
荷
物
を
置
き
、
手
を
洗
い
、

席
に
つ
い
て
今
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
ま
す
。
最
初
は

ど
ん
な
学
習
を
す
る
か
、
自
由
時
間
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
し

て
遊
ぶ
か
な
ど
を
自
分
で
考
え
て
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
き

ま
す
。
過
ご
し
方
は
大
人
が
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
自

分
で
決
め
て
過
ご
し
て
い
く
こ
と
で
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中

の
生
活
習
慣
と
し
て
身
に
付
け
て
い
け
る
よ
う
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
学
校
で
も
な
い
、
家
庭
で
も
な
い
、
塾
で
も
な
い
、
子
ど

も
た
ち
が
「
ト
ロ
ッ
コ
に
こ
に
こ
フ
レ
ン
ズ
が
楽
し
い
。
毎

日
通
い
た
い
。」
と
、
心
か
ら
思
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
居
場

所
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
暖
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山
形
村
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
　
　
　
　
　
　

運
営
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
古
家
　
茂
人

　
４
月
か
ら
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
助
成
金
を
活
用
し
て
、
小

学
校
３
〜
６
年
生
を
最
大
30
名
程
度
受
け
入
れ
る
「
子

ど
も
の
居
場
所
事
業
」
が
、
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
様

子
を
見
学
し
よ
う
と
13
日
に
訪
れ
た
。

　「
学
校
か
ら
帰
っ
た
」
女
の
子
は
先
ず
宿
題
か
ら
、

そ
れ
が
済
む
と
ト
ラ
ン
プ
で
遊
び
、
手
さ
ば
き
が
良

い
。「
山
形
っ
子
タ
イ
ム
か
ら
帰
っ
た
」
男
の
子
は
、

泥
だ
ら
け
の
服
を
着
替
え
て
か
ら
宿
題
を
済
ま
せ
る
。

そ
れ
が
済
む
と
皆
思
い
思
い
に
遊
び
出
す
。
何
人
か
は

図
書
館
へ
も
出
か
け
た
。

　
愛
称
の
『
ト
ロ
ッ
コ
に
こ
に
こ
フ
レ
ン
ズ
』
は
、
子

ど
も
た
ち
が
会
議
を
持
っ
て
話
し
合
い
10
案
か
ら
３
案

に
絞
り
決
め
た
と
い
う
。
上
級
生
が
会
議
を
リ
ー
ド

し
、
下
級
生
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、「
少
数
の

意
見
を
尊
重
し
民
主
的
で
見
事
な
決
め
方
で
あ
っ
た
」

と
ス
タ
ッ
フ
が
話
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
子
ど

も
の
居
場
所
で
の
過
ご
し
方
な
ど
も
、
話
し
合
い
な
が

ら
皆
で
決
め
て
い
く
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
池
　
俊
子
）

コンセプトは

「お帰り」と「ただいま」で始まる子どもたちの居場所
コンセプトは

「お帰り」と「ただいま」で始まる子どもたちの居場所
コンセプトは

「お帰り」と「ただいま」で始まる子どもたちの居場所

出席を取ります
今日は何をしようかな！

スタッフの皆さん

学びは大切
でも

遊びも大事

特 集特集 子どもの居場所事業子どもの居場所事業子どもの居場所事業

ただ今　募集中

小学校３年から６年生
下校時から午後６時まで
教育委員会内　古家　茂人
電話　0263-98-3155

開催！！ 村民と議員の懇談会初

12人の Ｙｏｕ Ｔｕｂｅｒ 誕生!!
「Ｙｏｕ Ｔｕｂｅ はじめます」

12人の Ｙｏｕ Ｔｕｂｅｒ 誕生!!
「Ｙｏｕ Ｔｕｂｅ はじめます」

12人の Ｙｏｕ Ｔｕｂｅｒ 誕生!!
「Ｙｏｕ Ｔｕｂｅ はじめます」

６月の定例会から、一般質問の You Tube 配信を始めます。

令和５年度から議会の一般質問などの傍聴や
ネットで配信する情報を視聴していただき、
率直なご意見を賜りたいと思います。
皆様から議会にさまざまな提言をいただき、
その声をできる限り村政に反映していく所存
です。
先ずは６月の議会を傍聴してみませんか。

第１回　令和５年５月20日㈯　午後５時
　　　　　場所　トレセンふるさと大ホール
第２回　令和５年５月21日㈰　午後１時30分
　　　　　場所　保健福祉センターいちいの里　研修室

大
勢のご参加お待ちしています

※託児室を設けます。詳しくはチラシをご覧ください。

募集！！　議会モニター
山形村

力を合わせて、魅力ある村づくりをしましょう

主
役
は
あ
な
た
！

主
役
は
あ
な
た
！

たまには見てねット（net）たまには見てねット（net）たまには見てねット（net）

生活の困りごとや村政に関することなど
なんでもかまいません。
皆さんの生の声をお聞かせてください。

トピックトピック

いよいよ動き出す 議会改革の第１歩 !!

皆様のご協力を

いよいよ動き出す 議会改革の第１歩 !!

皆様のご協力を

※このページに関するお問い合わせは、山形村議会事務局（0263-98-3111）までお願いします。



私
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一
言

私
の
一
言

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

発
行
責
任
者議

　
　長

　
　百
瀬

　
　章

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長

　
　小
出

　敏
裕

副
委
員
長

　
　大
池

　俊
子

委

　
　員

　
　竹
野
入
恒
夫

委

　
　員

　
　百
瀬

　
　章

委

　
　員

　
　百
瀬

　昇
一

委

　
　員

　
　三
澤

　一
男

　
山
形
村
議
会
は
、「
身
近
な
議
会
」
を
目
指
し
、

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
議
論
を
重

ね
て
い
ま
す
。

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
で
も
、
議
会
だ
よ
り

を
は
じ
め
議
会
広
報
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
議
論

を
重
ね
、
様
々
な
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
多
く

の
村
民
の
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面

づ
く
り
や
広
報
活
動
に
向
け
た
取
り
組
み
を
始
め
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
先
ず
は
、
議
会
だ
よ
り
が
「
表
紙
の
イ
メ
ー
ジ
が

変
わ
っ
た
。
読
み
や
す
く
な
っ
た
」
と
思
わ
れ
る
こ

と
を
目
指
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
身
近
な
議
会
を
目
指
し
頑
張
り
ま
す
。

（
小
出
　
敏
裕
）

編
集
後
記

編
集
後
記

上

　条

　小
百
合
（
上
大
池
）

通
学
に
利
用
し
て
い
る
バ
ス
に
つ
い
て

　
高
校
生
の
頃
、
バ
ス
の
運

賃
は
村
の
補
助
金
制
度
を
利

用
し
、
通
常
料
金
の
半
額
で

利
用
で
き
て
助
か
り
ま
し

た
。

　
帰
り
の
バ
ス
（
松
本
発
上

大
池
行
き
）
は
、
午
後
16
時
40
分
と
18
時
20
分
の
２

本
の
み
の
運
行
で
、
部
活
が
あ
る
時
は
18
時
台
を
利

用
し
て
い
ま
し
た
が
、
部
活
が
な
い
時
や
早
く
帰
り

た
い
時
に
は
17
時
台
の
運
行
が
な
く
不
便
で
し
た
。

17
時
台
に
は
電
車
を
利
用
し
広
丘
駅
ま
で
来
ら
れ
ま

す
が
、
広
丘
駅
か
ら
山
形
へ
の
公
共
交
通
が
な
い
た

め
、
親
に
迎
え
を
頼
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
そ
こ
で
要
望
で
す
が
、
17
時
台
の
バ
ス
の
運
行
を

お
願
い
し
た
い
（
終
点
の
上
大
池
ま
で
と
は
言
い
ま

せ
ん
が
、
せ
め
て
役
場
ま
で
）。
　

　
ま
た
、
朝
日
村
で
は
電
車
の
発
着
に
合
わ
せ
て

（
毎
本
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
）
バ
ス
の
運

行
が
あ
り
、
運
賃
も
格
安
で
し
た
。

　
現
在
は
大
学
生
の
た
め
利
用
は
し
ま
せ
ん
が
、
高

校
生
の
方
（
特
に
、
松
本
ま
で
通
学
し
て
い
る
方
）

は
バ
ス
の
運
行
が
あ
れ
ば
助
か
る
と
思
い
ま
す
。

か
み

　
　じょ
う

　
　さ

　ゆ

　

 

り

　
私
は
生
ま
れ
て
す
ぐ
山
形

村
に
移
り
住
み
23
年
が
経
ち

ま
し
た
。
気
が
つ
け
ば
社
会

に
出
て
１
年
が
立
ち
、
こ
れ

ま
で
地
域
の
方
々
に
支
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
の

「
あ
た
た
か
さ
」
は
山
形
村
の
良
さ
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
距
離
感
」
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
学
生
時
代
に
山
形
村
を
テ
ー
マ
と
し
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
や
論
文
を
書
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
改
め
て
調
べ
て
み
る
と
、
村
民
同

士
の
交
流
す
る
場
が
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。
祭
り
や

運
動
会
、
そ
の
他
地
区
ご
と
の
行
事
な
ど
…
…

　
今
考
え
る
と
地
域
の
方
々
と
交
流
し
対
話
で
き
る

機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
あ
た
た
か
さ
を

感
じ
る
「
距
離
感
」
で
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
行
事
が

ほ
と
ん
ど
無
く
な
り
ま
し
た
。
交
流
の
場
も
少
な
く

な
っ
た
な
ぁ
と
思
い
ま
す
が
、
正
直
楽
に
な
っ
た
部

分
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
最
近
で
は
、
地
域
と
の
関
わ
り
方
に
も
変
化
が
で

て
き
て
い
ま
す
。
新

し
く
建
つ
住
宅
も
増

え
て
き
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
「
距
離
感
」

と
い
う
も
の
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

村

　瀬

　諒

　祐
（
小

　坂
）

地
域
の
交
流

む
ら

　
　せ

　り
ょ
う

　
　す
け

セツブンソウ

始業式の朝
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